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『量子物質工学実験A』

内容　　　　１）ガイダンス
　　　　　　２）テキスト配布
　　　　　　３）安全教育
　　　　　　４）授業、演習

実験での事故防止のために

・事故、安全に対する考え方

・ハインリヒの法則

・実験は事故が多い

・どんな事故が多いか

・具体的な事故の例
　

ハインリヒの法則
　　軽微な事故でも将来大事故に

•　災害を防げば傷害はなくせる。
•　不安全行動と不安全状態をなくせば、災害も傷害もなくせる。

化学実験は事故が多い

化学系学生数は約１９％なのに事故件数は４４％以上

どんな事故が多いか

「ガラス器具、試薬類の正しい取り扱い」が求められる

具体的な事故例：突沸および引火

この操作は
学生実験では
行いません



2

具体的な事故例：水酸化ナトリウムと
　　　　　　　　　　　硫酸に関して

水酸化ナトリウムが実験台の上に２、３粒落ちた
→　素手で拾ってよいか？
→　濡れぞうきんで拭いてよいか？

濃硫酸を実験台の上にこぼした
→　ぞうきんで拭くとどうなるか？
→　知らないで触れるとどうなるか？

・試薬ビンや滴ビンは
　栓を持って持ち上げない！

具体的な事故例：その他

・悪臭のガスが発生する実験は必ずドラフトの中で！

くれぐれも目に注意
　特にアルカリ

防護メガネ
　ゴーグル型、メガネ型
　実験室に常備、実験室で着用
　（my ゴーグル、購入可）

白衣
　あった方が better、
　汚れても構わない私服でもよい

保護めがね

５分以上水で冷やし
保健センターへ

ピペッターへの装着で
怪我をするケースが多い

事故→すぐに処置→担当教員に連絡→保健センター

編集：電気通信大学　安全・衛生委員会「安全手帳」

改訂新版H23,24

いろいろな場面での安全の心得
　○ 電気
　○ 半導体プロセス
　○ エックス線
　○ 電子顕微鏡
　○ 化学系実験
　○ 高圧ガス・液化ガス 
　○ 機械類
　○ レーザー

編集：電気通信大学　安全・衛生委員会「安全手帳」

安全教育において、この冊子の読み合わせが要請されている
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p. 58-64
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ガラス器具に要注意

地震時の対応

　　　　ビデオ上映

１）安全オリエンテーション

２）有機溶剤

あとで署名をもらいます

　　　　レポート採点

ワープロは原則禁止

同一のレポートが出てきたら、
どっちも0点

Copy＆Pasteしただけのもの、
出典がなんであれ、0点

各自の脳みそのフィルターを通せ
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　　　　　　レポートに書くべき事柄

１、実験の目的
２、どのような原理ないし方法を用いたか
３、どのような装置を用いて、どのような手段で
　　データを得たか
４、測定データは可能な限り表にし、
　　最終的にグラフにする。数値には単位を。
５、結果を整理してまとめる。
６、考察　・標準値との比較。食い違いの原因
７、感想（主観なので必須ではない）

  　　レポート文章の書き方 １

理系の人が書くもの
たとえば学生実験では
　　・自分だけが読むもの
　　　実験ノート（自分がわかればよい）
　　・他人に読んでもらうもの、ただし小説ではない
　　　レポート（相手に通じるように表現）
　　　その他、就活のエントリーシート、
　　　会社での出張報告、仕様書など

   レポート文章の書き方 ２

・実験したことは過去形で書く。

・内容の精選
　必要なことは具体的にもれなく記述し、
　必要でないことは一つも書かない。

具体的な記述の例

　コロイドを３倍に希釈し

　⇒コロイド12 ml に蒸留水24 mlを
　　加えて３倍に希釈し、

レポート文章の書き方 ３

事実と意見を区別
　この種のすりかえは論理の組み立てを
　ぐらつかせ、不当な結論に導く。

例えば
× この場合には拡散よりも対流の効果が大きい。
　 （意見なのに事実の記述として受け取れる） 
○ 私は、この場合には拡散よりも対流の効果が大きい
　 と想定する。（意見）

レポート文章の書き方 ４

記述の順序「概観から細部へ」

結論に向かって論理的順序で記述

相手が何を知りたがっているかに留意



6

レポート文章の書き方 ５

明快、簡潔な文章

・一義的に読めるか(主語と述語）
・あいまいな表現は避ける
・普通の用語、短い文で文章を構成

   問題 1

   次の二つの文章のどこがおかしいか。

１、私は、この点を考えると○○氏の提出した
モデルは現象を単純化しすぎている。

２、ここで問題となるのは、前に述べたように、
端子容量とケーブル容量が大きすぎると発振が
停止したり、不安定になったりする。

と思う。

ことである。

１、式（１２）は、A氏が最初に注目した関係である。
　　
　　

２、黒い目のきれいな猫
　　
　　

３、AとBの深さの差をｈとする。
　　
　　

あいまいな表現例

　　・ 式（１２）の関係に最初に注目したのはA氏である。
　　 ・ A氏は、最初、式（１２）の関係に注目した。

　　・ 黒い目の、きれいな猫
　　 ・ 黒い、目のきれいな、猫

　　・ Aの深さとBの深さとの差
　　 ・ Aという長さとBの深さとの差

  問題 2
  次の文章はどのように紛らわしいか。

１、ここに孔Aの２倍の大きさの孔をあける。

２、AはBより５倍大きい。

　直径が２倍なのか？面積が２倍なのか？

　A=5B? 　A=B+5B?
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